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共に生きる
――立教大学・東日本大震災後の 10年





















交流と学びの場を開く
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教育

2017年4月、陸前高田市の協力のもと、岩手大学と立教大学による交流
活動拠点「陸前高田グローバルキャンパス（愛称：たかたのゆめキャンパス）」
を開設し、同時に「立教大学陸前高田サテライト」を設置しました。陸前高田
サテライトでは、陸前高田グローバルキャンパスが掲げる事業コンセプト「学
びを通してつなぐ」、「学びを通してつたえる」、「学びを通してつくる」に接続し
ながら、【陸前高田市の皆さんと本学の学生・教職員が、共に考え学ぶことを
通じて、復興の道を歩んでいく希望を共に見つけていく場所】として定着するこ
とを理念に様々な取り組みを展開しています。

東日本大震災発生後、陸前高田市をはじめとする被災地で、全国の大学
が震災からの復旧・復興に向けて活動を行っています。陸前高田市やその周
辺地域で行われてきた大学の取り組みを振り返り、大学関係者、陸前高田
市や周辺の地域住民が共に理解することで、大学間、また、大学と地域住
民の間に新たな繋がりが生まれ、それが復興を加速するエンジンとなること
を目指して、2017年1月、2018年3月に開催しました。

陸前高田グローバルキャンパスでは、陸前高田市を「大学生が絶え間なく
訪れる交流のまちにする」という方針を掲げ、様々な事業を展開しています。
この方針のもと、大学シンポジウムを引き継ぎ、陸前高田市を訪れた大学生
や卒業生、地域住民との関係性がより深まり、顔と名前が分かるような間柄
になることを目指して、2019年3月に全国の大学生、大学関係者と地域住
民で作り上げたお祭りです。本学学生も企画や運営に関わり活躍しました。

2017年から「立教大学陸前高田サテラ
イト利用に係る交通費及び宿泊費援助金」
制度を開始しました。本学の学生および大
学院学生が陸前高田サテライトを積極的に
利用できるよう、一定の条件を満たした場
合に、交通費・宿泊費の一部を経済的に援
助しています。

O p e n  a  p l a c e  f o r  i n t e r a c t i o n  a n d  l e a r n i n g

大学シンポジウム

春呼び祭
陸前高田サテライト

援助金制度

利用学生数

462名
（2017〜2019年度合計）

岩手大学のスクールカラー、陸前高田の海
をイメージしたカラー、立教大学のスクール
カラーを組み合わせ、岩手大学と立教大学
が陸前高田市で出会い、3 者が重なり合っ
て陸前高田グローバルキャンパスを作り上
げる様子を表現しています。

RIKKYO とRIKUZENTAKATA の「R」。
立教大学のスクールカラーでRIKKYO 
VISION 2024 のベクトルを、陸前高田の
海をイメージしたカラーで陸前高田市のベク
トルを表現し、立教大学と陸前高田市がと
もに考え、ともに歩みを進める様子を表して
います。

陸前高田グローバルキャンパス
利用団体
・�海外大学（ハーバード大学、プリ
ンストン大学、スタンフォード大学、
イリノイ州立大学など）
・�国内大学（東京大学、東北大学、
お茶の水女子大学、関西大学、明
治学院大学、青山学院大学、東京
農業大学、成蹊大学など）
・岩手大学
・立教大学
・�地元NPO（マルゴト陸前高田、ト
ナリノなど）
・�行政機関（復興庁、陸前高田市）
・一般市民

想いを
寄せ書きに

たかたの
未来を考える
ジャムセッション

活動成果の
ポスター
セッション

岩大生と
立教生

よさこいで
笑顔と元気を
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地域貢献研究

2018年2月～3月、多様な介護予
防・生活支援ニーズを要する高齢者に対
して支援できる人材（暮らしささえ隊）を
育成することを目的とした「介護人材育
成研修業務」を陸前高田市から受託し、
コミュニティ福祉学部が保健・医療・福
祉・介護・地域づくりなどをテーマとす
る一連の研修プログラムの一部を開発・
実施しました。本学は「福祉のまちづく
り事例紹介」、「コミュニケーション技術
と援助の倫理」、「陸前高田の福祉活動」
などの科目を提供したほか、研修実施後
の評価、検証、助言及び指導も担当しま
した。

2020年2月、災害時に福祉避難所や応急仮設住宅として利用できる移
動式木造住宅「ムービングハウス」を全国で初めて内覧・体験可能な形で
設置し、関係者による1泊2日の体験型研修プログラムを試行しました。ムー
ビングハウスは、平常時はホテルや研修施設等として利用し、災害時はトラ
ックに貨物として載せて瞬時に移動させ、福祉避難所や仮設住宅として利用
する「社会的備蓄」が可能な施設です。今後は、全国の自治体で防災を担
当する職員向けの研修プログラムなども企画・実施する予定です。

次世代型仮設住宅の設置

介護人材育成研修

立教たかた
コミュニティ大学

陸前高田グローバルキャンパスの開設を記念して、立教大学のネットワークを駆使して展開
した陸前高田市民向けの公開講座です。開設前の2017年2月に池上彰客員教授による講座
を開講したほか、2017年度3回、2018年度5回、2019年度2回の講座を実施しました。

※講座名・講師等はP31を参照

「パラスポーツ　ゴールボール体験―音の世界を体験してみよう」 
（2018年12月）
「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」に取り組む同市で、
本学校友・ゴールボールパラ五輪金メダリストの若杉遥氏が講師となり、選
手になるまでの経験の共有とゴールボール体験会を実施しました。見える人、
見えない人が共に音の世界の新感覚スポーツを体験しました。

「記憶の継承について考える―原爆体験の継承の現場から」（2018年7月）
東日本大震災津波伝承館の工事が進む2018年7月、震災の記憶をいか

に継承するかをテーマに本学教員が原爆体験の継承に取り組む広島の高校生
の事例を紹介、学生と地元住民でワークショップを実施しました。講座終了
後、参加者から学生に声がかかり市内や職場を案内していただき、参加学生
2名が同市をフィールドにゼミ論・卒論を執筆しました。

「新しいモノサシSDGsで世界、地域を考えよう」（2019年2月）
2018年、同市がSDGs未来都市に選定されたのを受け、SDGsの発信活

動に取り組むキャスターの国谷裕子氏によるSDGｓ講演会を開催しました。
国谷氏にも復興状況を視察していただきました。

会場満席

天然木による
暖かな内装

金メダリストに
チャレンジ

立教生と
共に受講

全国で普及が
進んでいます
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東日本大震災直後に現地支援に向かった立教生が2011年6月
7日に結成しました。社会学部と協力しながら、2011年には学外
の復興支援団体と連携し被災地域へ学生を繋ぐ窓口となり、2012
年からは現地活動や新宿区避難者支援・地域活性化活動を開始し
ました。現地活動は「唐桑ツアー」という名称で、気仙沼市唐桑
町と陸前高田市に足を運び続けています。「被災地」ではなく「唐
桑」へ行く、「被災者」ではなく「○○さん」に会いに行くという
感覚の変化や、「来てくれるだけでいい」という地域の人びとの言
葉に、本当に行くだけでよいのか、行き続けることの意味とは何か
という疑問に向き合い、地域の人びとに打ち明け、共に考え悩みな
がら、それでもこの場所や人びとに魅了され、訪れ続けています。

震災発生当時の学生ボランティア不足に際し、“何
かしたい”特別な技術や知識のない学生を被災地へ
とつなげるべく、立教大学内に学生による復興支援
の拠点が必要と考え、2011年6月7日に学生５名
により設立されました。MISSIONは「『“何かしたい”
を“何か出来る”へ』をモットーに、１人ではなかな
か１歩を踏み出せない学生の想いを、みんなで、学
内で、都内で、現地で…など様々な活動を通し復興
を応援すること」、そして「風化防止と伝える活動を」。
学園祭での石巻やきそば販売等による啓発活動、石
巻・女川交流プログラム等の現地活動、新宿区社会
福祉協議会や他大学の学生と連携した新宿区避難
者支援・地域活性化活動、広報活動、防災啓発活
動等を行ってきました。

東日本大震災 
復興支援交流 
スペース

本学学生が取り組む様々な復興支援活動の相互連携を促進する
とともに、学生が新たに活動を始めるきっかけとなる情報や機会を
提供することを目的に、2013年7月から2016年3月まで池袋キ
ャンパス5号館1階に「東日本大震災復興支援スペース」を開設し
ました。復興支援活動に関わる学生が集い、交流会、写真展、説
明会等の様々なイベントを開催する場として活用されました。

講演会「震災と交流空間～気仙沼市唐桑町 
『カエル塾』が育んできたもの」
―出張カエル塾―東北唐桑出身の「不良」国昭さんが 
震災をきっかけに旅人の子どもたちと震友になった話
唐桑町で学生ボランティアらが集う 「カエル塾」を学生た
ちが再現し、主宰者をお招きして講演会を開催しました。

学生の取り組み
S t u d e n t  e ff o r t s

東日本大震災復興支援団体
Frontiers

東日本大震災復興支援団体
Three-S

授業の合間にも
学生が集まり
ました 満員御礼

気仙沼
合宿にて

カエル塾の
壁画や小物を
再現

“出張カエル塾”
本番前…！

唐桑の民宿
つなかんにて
元気はじける
女将さん達と♪

学園祭にて写真展を
開催！来場者と震災
や防災に関してお話
をし、復興の現状や
学生の取り組みを共
有しました

お世話になって
いる石巻茶色い
焼きそばアカデ
ミー監修のもと
販売しました
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メッセージ
あれから10年という月日が過ぎました。

立教大学と陸前高田市のみなさんとの交流は、2003年から陸前高田市生出地区で続いていた「林

業体験プログラム」が土台となりました。震災時、市が「壊滅的被害」というテレビから流れる言葉

に、想像力が全く追いついていきませんでした。しかし、震災後、初めて陸前高田に行き、元陸前高

田駅前に立ったとき、あの強烈な匂いと目の前に広がる戦場跡のような風景に言葉を失いました。

市民の生活と思い出が染み込んだがれきの撤去から支援活動が開始されました。オール立教の名

の下に、大学はもちろんですが、小・中・高校、校友など支援の輪も広がっていきました。陸前高

田の方々は誰が行っても「立教さん」と親しみを込めて呼んで下さいました。

学内制度として、「災害ボランティア援助金規程」（現「被災地支援ボランティア援助金規程」）に

より支援活動をする学生を経済的に支える制度を創設し、多くの学生が現地に足を運びました。震

災から6年が経過し多くの大学・団体が撤退していく中、2017年 4月に陸前高田市協力のもと岩手

大学と共に研究教育交流拠点として「陸前高田グローバルキャンパス」を開設、同時に「立教大学

陸前高田サテライト」を設立し、現在でも様々な活動を展開しています。

直接活動を担って下さった教職員の皆さん、若い力を発揮してくれた学生の

みなさん、そしてこの活動を支えて下さった方々に、この場をお借りして御礼

申し上げます。

10年はひとつの区切りですが、陸前高田市と立教大学の関係は今後も人と

形を変え続いていくことでしょう。それぞれの人生において大きなインパクトを

持つ負の体験を、交流・教育・研究・生活の中でプラスに変換できる関係が、

今後も継続されることを願って止みません。

立教大学東日本大震災及び災害対策・支援本部長
立教大学陸前高田サテライト長 　松山 真

東日本大震災から10年。

あの日、我々陸前高田市民は、絶望の淵にいました。

誰かに支えてもらいたい。誰かに寄り添ってもらいたい。

そんな時に以前から交流のあった立教大学の皆様に声を掛けていただきました。

2012年5月23日に連携・交流協定を結ばせていただき、映像ビデオ「Rのことば」

を制作していただいたのがつい先日のことのように思い出されます。

立教大学からの支援は多岐にわたり、がれき片付けなどの災害ボランティアのほか、

被災者に対する傾聴ボランティアや、野球教室の開催、東京芸術劇場で開催された「つ

ながる。陸前高田と立教大学」交流展など、立教大学らしい寄り添い方をしていただき

ました。

学生の皆様をはじめ、立教大学関係者の方々の優しさに触れ、大きな力、勇気をも

らった市民もたくさんいたはずです。

現在は、陸前高田グローバルキャンパスにおいて海外の方 と々の交流や

専門的な研修なども行われ、陸前高田市の明るい未来を一緒に模索して

頂けるパートナーとしての活動が続いています。

コロナ禍にあって、地方の可能性に注目が集まる今、立教大学の皆さん

との更なる連携強化は大学と地方自治体の代表的な連携モデルになるもの

と考えており、今後の展開にも大いに期待をしているところです。

結びに、これまでのご支援と友情に心からの感謝を申し上げますととも

に、立教大学の益々のご発展をご祈念申し上げメッセージといたします。

陸前高田市長 戸羽 太
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2月
・��復興支援プロジェクト／�
東北巡礼キャラバン隊�
～よりそうための3日間～

3月
・�陸前高田市追悼式への
参加

5月
・�ワークショップ演習C：
山元町訪問ボランティ
ア活動

2月
・�陸前高田グローバル�
キャンパスに次世代型
仮設住宅ムービングハ
ウス設置

1月
・�陸前高田市・岩手大
学・立教大学「地域創
生・人材育成等の推進
に関する相互協力及び
連携協定」締結

3月
・�陸前高田市追悼式への
参加

2月
・�立教大学陸前高田サテ
ライト及び陸前高田グ
ローバルキャンパス開
設記念公開講演会・池
上彰氏「グローバル社
会を生きる」開催

3月
・�陸前高田市追悼式への
参加

4月
・�陸前高田市立第一中
学校（当時）が本学に
て感謝の合唱コンサー
ト開催

8月・�ICT教育の実践によるコミュニティ支援（〜2020年度）

3月
・�岩手県陸前高田市�
総合交流センター �
開設記念プレイベント　
第14回 東京六大学�
バスケットボールリーグ
戦 陸前高田大会

・�陸前高田市追悼式への
参加

9月
・�陸前高田市まちびらき
記念式典出席

・�陸前高田市立高田�
第一中学校が本学にて
感謝の合唱コンサート
開催

3月
・�陸前高田市追悼式への
参加

10月
・「RIKKYO VISION�
　�2024」で陸前高田市
にキャンパス開設を�
標榜

2月
・�図書館再生支援�
ボランティア

3月
・�陸前高田市追悼式への参加
5月
・�立教大学復興支援�
ネットワーク会議始動
・�「陸前高田市と立教大学
との連携及び交流に関
する協定」締結

8月
・�釜石市復興ボランティア
および、釜石シーウェイブ
スや地元中学生との交流

・�広田町仮設住宅での盆
踊り大会

11月
・�図書館施設備品の�
寄贈

・�英語ワークショップ�
陸前高田�
英語ボランティア�
by Small Group 
Communication有志

12月
・�戸羽太陸前高田市長が
本学を訪問。東京芸術
劇場にて講演会

2020

2月
・�陸前高田市広田地区�
仮設住宅における�
傾聴ボランティア

3月
・�陸前高田市追悼式への
参加

6月
・�陸前高田市立（仮設）�
図書館への書架寄贈

7月
・�協定締結一周年 総長、 
復興支援本部長ら陸
前高田市を訪問

12月
・�戸羽太陸前高田市長
が本学を訪問。東京芸
術劇場にて講演会

3月
・�陸前高田グローバル�
キャンパス春呼び�
祭開催
・�陸前高田市追悼式への
参加

9月
・�立教大学陸前高田サテ
ライトが東北みらい賞
受賞

7月・�サービスラーニングC�
（イングリッシュ・キャンプ）

3月11日
・災害対策本部設置�
・帰宅困難者の受け入れ
4月 
・�ヤコブ文庫による学生
への図書の贈呈
・�「東日本大震災に伴う�
立教大学復興支援活
動指針」策定

5月
・�陸前高田「炭の家」での
高齢者介護ボランティア

6月
・�陸前高田市を重点支援
地域に指定

11月
・�郡山ページェント隊
12月
・�勤務員ボランティア�
休暇制度制定

活動の歩み
東日本大震災関連の取り組み

（原則、 講演会、 シンポジウム等を除く）

・単発の活動　・現在も継続中の活動　・現在は終了している、または終了予定のある活動

　3月11日　東日本大震災発生
　　　4月・�コミュニティ福祉学部東日本大震災復興支援プロジェクト（〜2021年3月）
　　　4月・�立教大学東日本大震災復興支援本部（2018年3月から東日本大震災及び災害対策・支援本部）
　　　　　5月・�社会学部東日本大震災 RDY （立教生ができることをやろう）プロジェクト
　　　　　5月・�立教大学学術推進特別重点資金（立教 SFR）東日本大震災・復興支援関連研究の募集（〜2017年度）
　　　　　　6月・�東日本大震災復興支援団体Frontiers
　　　　　　6月・�東日本大震災復興支援団体Three-S
　　　　　　　　　8月・陸前高田支援ボランティア（2015年は陸前高田スタディキャンプ）（〜2015年8月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月・職員ボランティア（2014年11月から新入職員研修〈2年目〉陸前高田に赴く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月・子ども支援ボランティア（〜2012年8月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月・�災害ボランティア援助金規程制定（2017年6月から被災地支援ボランティア援助金規程）

2月・陸前高田プロジェクト
　　　　　11月・�たかたのゆめフェア（陸前高田市ブランド米の学食販売）（〜2017年12月）

　　　　　5月・「つながる。陸前高田と立教大学」 �交 流展 学内パネル展示（〜2016年7月）
　　　　　　　6月・�陸前高田スタディツアー（〜2017   年12月）
　　　　　　　　　7月・復興支援交流スペース（〜 2019年3月）
　　　　　　　　　　　8月・�立教バレーボール   教室 ＠陸前高田
　　　　　　　　　　　　　　　　10月・「つながる。 陸前高田と立教大学」�交流展 ホームカミングデー ・パネル 展（〜2015年12月）

　　　5月・�映像ビデオ『Ｒのことば』制作（〜2013年3月）
　　　　　　　　　　7月・�立教野球教室＠陸前高田
　　　　　　　　　　　　　　9月・�震災のフィールドワーク（生活支援・ライフストーリー・プロジェクト）（2017 年から自主講座と社会学部東日本大震災RDYプロジェクトに引き継がれる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月・�郡山プロジェクト（2015年１０月から「福島の子どもたちの笑顔をつ くり」隊、2019年11月から福島訪問）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月・「つながる。陸前高田と立教大学」�交流展 ～東日本大震災を 忘れないために（〜2016年12月）

4月・�立教サービスラーニング（RSL）
1月・�陸前高田グローバルキャンパス大学シンポジウム（〜2018年3月）
　　　 4月・�陸前高田グローバルキャンパス開設
　　　　　 6月・�陸前高田サテライト利用に係る交通費及び宿泊費援助金規程
　　　　　　　 　　11月・�立教たかたコミュニティ大学（〜2019年12月）
　　　　　　　　　　  12月・�みんなでわいわいクリスマス

2012 2014 2016 2017 20182013 2015 20192011
2003 9月・「林業体験 陸前高田の森に学ぶ」開始
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データ （１）レンタルスペース 2017 2018 2019 2020
利用区分 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数

市民、市民団体 1,708 137 1,272 174 1,300 183 169 33
立教・岩大・陸前高田市 1,637 76 3,357 102 2,169 110 87 14

一般 1,222 57 1,187 81 847 106 104 39
賛助会員 80 7 21 1 0 0 0 0
合計① 4,647 277 5,837 358 4,316 399 360 86

順
位 地域 学生数�

の合計
教職員数�
の合計

1 陸前高田市 1,974 526
2 気仙沼市 1,163 363
3 石巻市 311 100
4 いわき市 306 102
5 大槌町 236 23
6 南三陸町 151 63
7 会津若松市 130 10
8 郡山市 118 8
9 女川町 117 6
10 仙台市 77 2
10 新地町 77 2

（２）ラウンジ利用者＆見学者 2017 2018 2019 2020
利用区分 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数 利用者数 利用件数

ラウンジ利用者 845 ― 745 ― 869 ― 461 ―
見学者 340 ― 86 ― 31 ― 0 ―
合計② 1,185 ― 831 ― 900 ― 461 ―

①+② 5,832 ― 6,668 ― 5,216 ― 821 ―

年度 開催日 タイトル 講師等（敬称略）

2017�
年度

2017年�
11月18日

戸口純と仲間たち　�
たかたの夢ピアノ・コンサート 戸口純（ピアノ、立教大学法学部卒業）、川本悠自（ベース）、小松伸之（ドラムズ）

2017年�
12月16日 宮沢賢治で社会学しよう！ 筒井久美子（立教大学大学院社会学研究科博士課程後期課程満期退学）

2018年�
1月21日

高田から世界を考える�
～難民の世紀に生きる私たち～

長有紀枝（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授、国際NGO「AAR Japan難民を助け
る会」理事長）、木山啓子（国際NGO「JEN」代表理事、学校法人立教学院理事、立教大学法学
部卒業）、気仙地区高校生４名、村上清（元国連職員、岩手大学学長特別補佐、陸前高田市参与、
陸前高田グローバルキャンパス運営機構役員）

2018�
年度

2018年�
5月20日 朗読×文学―〈生きる〉を考える 後藤隆基（立教大学兼任講師）、堀田紀眞（朗読ネットワーク日本主宰、立教大学社会学部卒業）

2018年�
7月29日

記憶の継承について考える�
――原爆体験の継承の現場から 小倉康嗣（立教大学社会学部准教授）

2018年�
11月4日 正多角形をひし形で埋め尽くす！ 青木昇（立教大学理学部教授）、杉山健一（立教大学理学部教授）

2018年�
12月16日

パラスポーツ　ゴールボール体験
～音の世界を体験しよう

若杉遥（ロンドンパラリンピックゴールボール金メダリスト、立教大学社会学部卒業）、江黑直樹
（元全日本女子ゴールボールチームヘッドコーチ）

2019年�
2月23日

新しいモノサシSDGsで世界、�
地域を考えよう 国谷裕子（東京藝術大学理事、慶応義塾大学特任教授、キャスター）

2019�
年度

2019年�
9月7日

ＬＥＤ『ペットボタル®』で�
イルミネーションを作ろう！

深作操（サンケン電気株式会社 管理本部CSR室担当部長）、伊藤眞一（サンケン電気株式会社管
理本部 CSR 室 CSR推進課長）、舛谷鋭（立教大学観光学部教授）

2019年�
12月14日 スポーツを通じたまちづくり・ひとづくり 大倉智（株式会社ドーム取締役執行役員、株式会社いわきスポーツクラブ代表取締役兼総監督）

年度 開催日 タイトル 講師等（敬称略）

2017�
年度

2017年�
2月25日

立教大学陸前高田サテライト及び陸前
高田グローバルキャンパス開設記念公
開講演会「グローバル社会を生きる」

池上彰（立教大学客員教授・ジャーナリスト）

2017年�
7月3日

農を通して食と健康を考える�
ワークショップ 渡部宗雄（上和田有機米生産組合組合長）、菊地良一（上和田有機米生産組合初代組合長、現顧問）

2017年
12月16日 パソコン作り教室 松田優一（PCN プログラミングクラブネットワーク代表）

立教たかたコミュニティ大学講座一覧

陸前高田市内におけるその他の講座一覧※�新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため
2020年3月以降はプログラムを中止しています。

陸前高田グローバルキャンパス利用実績（ 2017 年 4月～2020 年 11月）
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プログラムの実施回数、参加学生数、教職員数 地域ごと訪問学生数、 教職員数
（ 2011～2019 年度。 上位 10か所）

女川町

陸前高田市

南三陸町

大槌町

石巻市

仙台市

新地町

気仙沼市

いわき市

会津若松市

郡山市

プログラム
実施回数

514回
（2011〜2019年度合計）

プログラム
参加学生数

5,022名
（2011〜2019年度合計）

プログラム
参加教職員数

1,269名
（2011〜2019年度合計）

立教たかた
コミュニティ大学

来場者数

756名
（2017〜2019年度合計）

陸前高田
グローバルキャンパス

利用者数

18,537名
（2017〜2020年度合計）




